






















昭和 38 年 3 月 25 日
理学研究科無機及び物理化学専攻






































きさが第 8 属のものと同じ位の銀， ~Itlに全く交換能がないことから推定される。乙れは恐らく銀，銅など
と水素との結合能力が甚だしく少ないためであろう。
以上を要するに上田君の研究は，触媒作用における各金属の差についての重要な関係を見出し，またシ
リカとアルミナの担体作用の意義などを初め，触媒化学上にいくつかの重要な知見をもたらした。
よってこの論文は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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